
第
六
十
二
回 

 熊
本
城
（
熊
本
県
熊
本
市
） 

 

「
櫟
」
主
宰 

 

江
崎 

紀
和
子 

選 

 

熊
本
市
賞 

 

帰
路
ま
で
も
駆
け
ゆ
く
吾
子
よ
春
風
よ 

 
熊
本
県
八
代
市 

森
崎 

恵
司 

 

特
選
三
句 

 

海
地
獄
春
の
青
空
濃
く
映
し 

 

茨
城
県
水
戸
市 

森
田 
智
子 

 

雨
止
ん
で
花
見
る
の
た
り
の
た
り
か
な 

 

熊
本
県
熊
本
市 

角
田 

光
明 

 

春
の
空
城
と
水
と
が
き
ら
め
け
り 

 

福
岡
県
飯
塚
市 

太
田 

雄
斗  

投
句
総
数 

 

二
十
六
句 

開 

函 

日  

令
和
八
年
四
月
三
十
日 



第
六
十
二
回 

 

法
隆
寺
周
辺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
） 

 

「
櫟
」
主
宰 

 

江
崎 

紀
和
子 

選 

 

奈
良
・
斑
鳩
町
賞 

 

梅
の
香
の
あ
と
に
水
の
香
二
月
堂 

奈
良
県
天
理
市 

松
田 

𠮷
上 

 

特
選
三
句 

 
 

 
 

 
 

 

八
角
の
夢
殿
に
差
す
新
樹
光 

三
重
県
伊
勢
市 

松
本 
愛
子  

大
和
路
は
黄
砂
ぐ
も
り
の
山
に
山 

大
阪
府
泉
南
市 

野
口 

一
美  

神
さ
ぶ
る
三
室
の
山
の
桜
東
風 

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町 

田
中 

み
ど
り 

 

投
句
総
数 

 

七
十
九
句 

開 

函 

日  

令
和
八
年
四
月
三
十
日 



 
 

 

第
六
十
二
回 

 
子
規
庵
（
東
京
都
台
東
区
） 

 

「
櫟
」
主
宰 

 

江
崎 

紀
和
子 

選 

 

特
選
三
句 

 
 

漱
石
は
子
規
を
訪
ね
て
枇
杷
ふ
た
つ 

 

東
京
都
葛
飾
区 

目
黒 

琴
音 

 

文
机
に
向
ふ
立
膝
春
を
し
む 

 

兵
庫
県
神
戸
市 

蔵
田 
ひ
ろ
し  

く
り
抜
き
し
机
に
子
規
の
春
の
風 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

兵
庫
県
姫
路
市 

大
塚 

輝
彦    

投
句
総
数 

三
十
六
句 

開 

函 

日  

令
和
八
年
四
月
三
十
日 

 



第
六
十
二
回 

 
博
物
館
明
治
村
（
愛
知
県
犬
山
市
） 

 

「
櫟
」
主
宰 

 

江
崎 

紀
和
子 

選  

子
規
は
い
く
賞
三
句 

 

春
蘭
や
レ
ー
ル
の
先
に
明
治
あ
り 

愛
知
県
名
古
屋
市 

平
野 

祥
生  

明
治
村
来
れ
ば
鳴
く
な
り
ほ
と
と
ぎ
す 

愛
知
県
津
島
市 
浜
島 

は
る  

石
柱
に
明
治
の
気
概
風
光
る 

愛
知
県
名
古
屋
市 

伊
藤 

実
和 

  
 



特
選
三
句 

 
幾
千
の
四
角
帝
国
ホ
テ
ル
の
春 

 

愛
知
県
名
古
屋
市 

原 

愛
樹  

啓
蟄
や
日
差
せ
ば
匂
ふ
森
の
径 

 

千
葉
県
柏
市 

鎌
田 

俊  

鶯
の
声
に
魅
せ
ら
れ
村
歩
き 

岐
阜
県
各
務
原
市 
大
野 

多
美
子    

投
句
総
数 

八
十
句 

開 

函 

日  

令
和
八
年
四
月
三
十
日 



第
六
十
二
回 

 
記
念
艦
「
三
笠
」（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
） 

 

「
櫟
」
主
宰 

 

江
崎 

紀
和
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

東
郷
の
立
っ
た
所
の
風
光
る 

 

静
岡
県
伊
豆
市 

山
下 

昇
平  

軍
港
の
通
り
の
隅
の
桜
か
な 

 

東
京
都
杉
並
区 
南 
忠
志  

春
の
風
三
笠
の
艦
に
鳩
遊
ぶ 

 

神
奈
川
県
横
須
賀
市 

齋
藤 

秀
一    

投
句
総
数 

 

七
十
六
句 

開 

函 

日  

令
和
八
年
四
月
三
十
日 

 



第
六
十
二
回 

 
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
広
島
県
呉
市
） 

 

「
櫟
」
主
宰 

 

江
崎 

紀
和
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

ふ
ん
わ
り
と
猫
の
あ
く
び
が
春
告
げ
る 

 
広
島
県
呉
市 

三
宅 

真
美 

 

ヒ
ロ
シ
マ
で
鶴
折
る
子
の
背
に
春
光 

 

岐
阜
県
大
垣
市 

可
知 
い
づ
み 

 

戦
場
の
夢
を
見
継
ぐ
や
冬
青
空 

 

島
根
県
松
江
市 

伊
藤 

ゆ
い 

   

投
句
総
数 

 

二
十
三
句 

開 

函 

日  

令
和
八
年
四
月
三
十
日 



第
六
十
二
回 

 
歴
史
博
物
館
・
漱
石
公
園
（
東
京
都
新
宿
区
） 

 

「
櫟
」
主
宰 

 

江
崎 

紀
和
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

文
豪
の
跡
を
辿
り
て
春
霞 

千
葉
県
千
葉
市 

長
谷
川 

充  

升
て
ふ
若
き
名
を
訪
ふ
子
規
忌
か
な 

東
京
都
杉
並
区 

齋
藤 
満
月  

春
日
和
猫
の
あ
く
び
と
漱
石
と 

東
京
都
練
馬
区 

阿
部 

央
幸    

投
句
総
数 

 

二
十
九
句 

開 

函 

日  

令
和
八
年
四
月
三
十
日 



第
六
十
二
回 

 
鶴
ヶ
城
（
福
島
県
会
津
若
松
市
） 

 

「
櫟
」
主
宰 

 

江
崎 

紀
和
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

し
ょ
う
す
け
も
を
ど
り
だ
す
な
り
た
き
ざ
く
ら 

東
京
都
国
分
寺
市 

宮
下 

卓
也  

鶴
ヶ
城
桜
の
開
花
を
松
と
待
つ 

神
奈
川
県
藤
沢
市 
竹
本 

遥  

城
壁
を
彩
る
桜
鶴
ヶ
城 

新
潟
県
新
潟
市 

荒
木 

ア
キ
子 

 

  

投
句
総
数 

 

十
八
句 

開 

函 

日  

令
和
八
年
四
月
三
十
日 



第
六
十
二
回 

 
東
松
山
市
（
埼
玉
県
東
松
山
市
） 

 

「
櫟
」
主
宰 

 

江
崎 

紀
和
子 

選  

特
選
三
句 

 

霾
曇
富
士
見
え
ぬ
空
の
遠
さ
よ 

埼
玉
県
川
越
市 

渡
邊 

美
智
子 

 

石
鹸
玉
や
さ
し
い
風
へ
む
け
て
吹
く 

埼
玉
県
川
越
市 

吉
野 
敬
子  

難
解
な
本
の
行
間
日
の
永
き 

埼
玉
県
川
越
市 

小
川 

房
子 

 

  

投
句
総
数 

 

六
十
八
句 

開 

函 

日  

令
和
八
年
四
月
三
十
日 



第
六
十
二
回 

 
羽
二
重
団
子
本
店
（
東
京
都
荒
川
区
） 

 

「
櫟
」
主
宰 

 

江
崎 

紀
和
子 

選 

 

俳
句
の
ま
ち
あ
ら
か
わ
賞 

 

紺
の
服
余
寒
の
ひ
か
り
溜
め
て
を
り 

東
京
都
荒
川
区 

谷
井 

千
絵 

 

特
選
三
句 

 

日
脚
伸
ぶ
ま
た
子
の
上
る
滑
り
台 

東
京
都
足
立
区 
山
﨑 

菫
久  

風
車
ま
わ
ら
ぬ
ほ
う
が
品
の
良
し 

東
京
都
荒
川
区 

町
田 

美
幸 

 

朝
刊
の
折
り
目
に
余
寒
ひ
と
り
旅 

埼
玉
県
春
日
部
市 

池
田 

洋
子   

投
句
総
数 

 

二
十
九
句 

開 

函 

日  

令
和
八
年
四
月
三
十
日 


